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組織の概要

【１】　会社概要

●事業所名 くろがね産業株式会社

●代表者氏名 代表取締役社長　　森　崇行

●所在地 〒709-0635　岡山市東区草ヶ部1249番地

●設立年月日

●資本金 1,500万円

●売上高 24,740万円

●従業員数 14名

●環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 製造部/開発室 小原　慎吾

担当者 総務部 宮本　歩実

TEL：086-297-5447  /  FAX：086-297-6472

E-mail：ks-info@kurogane-sangyo.com

●事業内容 ・産業廃棄物の収集運搬業

・産業廃棄物の中間処理業（破砕、移動式濾過）

・特別管理産業廃棄物の収集運搬業

・製造業（各種ゴムチップ）

・タンク、塗装ブースの清掃等各種委託作業

●事業規模

収集運搬量 産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

中間処理量 廃プラスチック類の破砕

廃油の濾過

●対象範囲 全組織･全活動

対象事業所：本社・工場、駐車場

Ⅰ．

1977年9月1日
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種　　類 内　　　容 量[t]

2,491.2

113.9

884.8



【２】　組織図

①環境方針の策定と全従業員への周知

②環境管理責任者の任命

③承認

④全体の取り組み状況の評価と見直し

⑤経営資源（人、もの、資金、情報）の用意

①環境活動の取組結果を代表者に報告

②取り組み内容の決定

③環境関連会議の招集及び開催

①環境データ集計、取りまとめ

②環境関連文書及び記録の管理

③環境レポートの作成

④外部からの環境に関する苦情、要望の受付及び対応

①各部門における環境活動への取り組みの管理

②環境活動の実績の把握

③エコアクション21事務局への報告

④教育訓練の計画と実施

①環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

②決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動に参加

代表取締役

森

環境管理責任者

小　原

推進委員 推進委員 推進委員 推進委員

宮　本 枝　本 川　上 上　岡

EA21事務局

宮　本

総務部 製造部 物流部 営業部
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役　割　・　責　任　・　権　限

代表取締役

環境管理責任者

エコアクション21
事務局

推進委員

全従業員



【３】 産業廃棄物収集運搬業の許可番号、有効年月日と範囲

＊（特）：特別管理産業廃棄物
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無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

燃え殻 ● ◎ ● ● ◎ ●

汚泥 ● ◎ ● ◎ ● ◎ ● ● ◎ ● ◎ ● ● ◎ ●

廃油 ● ◎ ● ◎ ● ◎ ● ● ◎ ● ◎ ● ● ◎

廃酸 ● ◎ ● ◎ ● ◎ ● ● ◎ ● ◎ ● ● ◎

廃ｱﾙｶﾘ ● ◎ ● ◎ ● ◎ ● ● ◎ ● ◎ ● ● ◎

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

紙くず ● ● ● ● ● ●

木くず ● ● ● ● ● ●

繊維くず ● ● ● ● ● ●

ゴムくず ● ● ● ● ●

金属くず ● ● ● ● ● ●

ｶﾞﾗｽ陶磁器
ｺﾝｸﾘｰﾄくず

● ● ● ● ● ●

がれき類 ● ● ● ● ● ●

ばいじん ● ◎ ● ● ◎ ● ● ●

鉱さい ● ◎

積替保管

許
可
品
目

許可自治体 許可番号 許可の年月日 許可の有効年月日

岡山県 第03301006256号 平成31年2月22日 令和5年11月20日

岡山県（特管） 第03351006256号 令和5年8月17日 令和10年7月20日

兵庫県 第02806006256号 令和2年11月13日 令和7年11月12日

兵庫県（特管） 第02856006256号 令和3年3月6日 令和8年3月5日

広島県 第3400006256号 令和4年5月26日 令和9年5月25日

広島県（特管） 第3450006256号 令和4年5月26日 令和9年5月25日

山口県 第03500006256号 令和5年9月26日 令和10年8月26日

北九州市 第07600006256号 令和3年11月29日 令和8年11月28日

北九州市（特管） 第07650006256号 令和3年11月29日 令和8年11月28日

徳島県 第3600006256号 平成30年10月11日 令和5年8月30日

徳島県（特管） 第3650006256号 令和3年7月29日 令和8年6月4日

香川県 第03709006256号 令和4年8月30日 令和9年8月7日

大阪府 第02700006256号 令和4年6月12日 令和9年6月11日

大阪府（特管） 第2750006256号 令和4年6月12日 令和9年6月11日

岐阜県 第02100006256号 令和1年7月29日 令和6年4月30日

＊徳島県は申請中で許可証の送付待ち



【４】 収集運搬車両の種類と台数

バン（増tウィング）

バン（ウィング）

キャブオーバー（増t平ボディ）

タンク車

タンク車

清掃車（バキュームダンパー）

脱着装置付コンテナ専用車

バン

バン

【５】 産廃処分業の許可番号、有効年月日と範囲

車両の種類 最大積載量 台数

13,200kg 1

3,400kg 1

12,000kg 1

7,600kg 1

3,300kg 1

14,100kg 1

10,480kg 1

1,150kg 1

350kg 1
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バン（増tウィング）

キャブオーバー（増t平ボディ）

タンク車

清掃車（バキュームダンパー）

脱着装置付コンテナ専用車

バン

許可自治体 岡山県 倉敷市

許可番号 第03321006256号 第10020006256号

許可の年月日 令和元年6月4日 令和元年5月7日

許可の有効年月日 令和6年3月23日 令和6年3月23日

事業の範囲 処分業（中間処理） 処分業（中間処理） 処分業（中間処理） 処分業（中間処理）

事業の区分
中間処理

（移動式ろ過）
中間処理（破砕）

中間処理
（ろ過（移動式））

中間処理
（移動式ろ過）

取り扱う産業廃棄物の種類 廃油＊1 廃プラスチック類＊2 廃油＊3 廃油

事業の内容

岡山県（岡山市及び
倉敷市を除く）内の
産業廃棄物排出事業
場内で、排出される
廃油をろ過処理する

廃プラスチック類を破砕
処理する

岡山市内の産業廃棄物
排出事業場内で、排出
される廃油をろ過処理
する

倉敷市内の産業廃棄物
排出事業場内で、排出
される廃油をろ過処理
する

事業の用に供するすべての
施設

廃油のろ過施設
（移動式）

破砕施設 ろ過施設 移動式ろ過施設

処理能力 80m3/日（8時間）
3.1t/日（8時間）×2基
4.6t/日（8時間）×1基 80m3/日（8時間） 80m3/日（8時間）

＊1：石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を除く

＊2：石綿含有産業廃棄物、自動車等破砕物及び水銀使用製品産業廃棄物を除く

＊3：水銀使用製品産業廃棄物を除く

第08320006256号

令和元年5月7日

令和6年3月23日

岡山市

バン



【６】 処理工程図

★廃油の濾過処理★
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製品イメージ

★廃ゴムの流れ（引取から処理、出荷まで）★

出荷・販売中間処理（破砕・粉砕）
回収

収集運搬

ゴムチップ

として出荷
・    

・未加硫糸なし

・未加硫糸あり

・塩素あり

＊直投分

＊直投分

    向け

燃料化

    R

一軸破砕機
1号機

2号機

二軸破砕機

くろがね中間処理

その他   粉塵（集塵機）

廃   排出事業所

・加硫済   

★種類ごとに行き先が

決まっており、それぞれ

分別してもらっている

燃料化

できない

もの

    R

直接埋立

その他ゴミ

直投

集塵機

の粉塵

焼却設備の停止中に

処分せざるを得ない時

燃料化

その他ゴミ

直投

集塵機

の粉塵

有価物として販売

廃棄物として処理

その他   ：こぼれた原料、漏れ出た粉塵、

破れた    、掃除   等

粉塵（集塵機）：分級過程で篩下を集塵機

で集めたもの

黒ゴムチップ

人工芝向け

着色ゴムチップ
弾性舗装向け

着色ゴムチップ

濾過器

廃油

燃料

廃 油 濾 過 燃 料

排出事業者 中間処理 製品

納 品



環境経営方針

　私たちは、産業廃棄物の処理・リサイクルという事業活動を通じて、地域社会をはじめ

すべての利害関係者の環境負荷を低減できるよう、積極的に環境問題に取り組み、カーボン

ニュートラル社会の実現に向けて継続的に改善を続けます。

　同時に、全従業員の環境保全活動への参加と働きがいを融合させ、広く社会に貢献できる

企業を目指します。

《行動指針》

　私たちは、従業員一人ひとりの弛まぬ努力と創意工夫をもって地球環境の保全に取り組み、

より住みよい地域社会の発展に貢献します。

《基本方針》

１．事業活動の全領域で、環境法規を遵守し、省エネルギー・省資源およびリサイクル等に

１．配慮した活動・サービスを提供します。

２．環境汚染を未然に防止すると同時に、環境経営システムと環境保全実績が継続的に改善

２．できるように推進します。

３．次の事項を重点的なテーマとして、環境目標を設定し、継続的に目標を見直し、効果的

３．な取り組みを行います。

（１）廃棄物の排出削減と再資源化率の向上を推進します

（２）CO2排出量の低減に努めます

（３）水の総排出量抑制、化学物質使用量削減については使用量が少ないため、削減目標

（３）は設けず、当該化学物質を適正に管理していきます。

４．情報はホームページ、電子掲示板、ポスター等によって、全ての関係者に公表します。

制定日：2019年16月11日

更新日：2020年12月11日

くろがね産業株式会社

代表取締役社長　森　崇行

Ⅱ．

くろがね産業株式会社

《社是》

共生
（思いやりの心で生きとし生けるものすべてと共に生きる）

《経営理念》

全従業員の物心両面の幸福を追求するとともに
環境技術によって持続可能な社会の発展に貢献する

《環境経営方針》

（7）



環境経営目標
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Ⅲ．

基準値は41期の実績値とし、目標値は前期目標値の-1%（削減の場合）

基準 今期目標

41期
（実績）

46期 47期 48期 49期

Ⅰ.二酸化炭素排出量削減

　１）電力の使用量削減 kWh 418,281 397,781 393,803 389,865 385,967

　２)燃料の使用量削減 ＊給油量（L）/総売上（万円）で算出

　②①営業課(ガソリン) L/万円 0.193 0.183 0.182 0.180 0.178

　③②物流課(軽油) L/万円 1.814 1.725 1.708 1.691 1.674

Ⅱ.リサイクル率向上

　①①歩留まり向上＊1 % - 1.5 1.5 1.5 1.5

Ⅲ.環境配慮型製品の販売
　　促進

kg 828,300 1,242,450 1,325,280 1,408,110 1,490,940

Ⅳ.水使用量削減 m3 205 195 193 191 189

Ⅴ.化学物質適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

Ⅵ.会社周辺の清掃 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月

＊1：ゴムチップ向け廃ゴムの総重量に対して前処理で自社の都合（ﾐｽ）で燃料行や焼却に回った廃ゴムの割合

＊一般廃棄物、産業廃棄物の排出については発生する廃棄物は受託廃棄物からのものが殆どで、自社由来の

＊廃棄物は少量のため、排出量削減の目標設定は行わない

項目 単位

中期目標



環境経営計画Ⅳ．
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Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減

１）電力の使用量削減 397,781[kWh]

総務部 ①不要照明の消灯

②退出時ｴｱｺﾝ電源OFF

③ｴｱｺﾝ使用時、窓・戸の閉切り

製造部 ①機械の効率的な運転

②不要照明の消灯

③退出時ｴｱｺﾝ電源OFF

２）燃料の使用量削減 0.183[L/万円]

①営業課 営業部 ①ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ

②効率的なﾙｰﾄでの営業

③適正な車両整備

２）燃料の使用量削減 1.725[L/万円]

②物流課 物流部 ①ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ

②効率的･計画的な収集運搬

③適正な車両整備

Ⅱ．リサイクル率向上 1.5[%]以下

①歩留まり向上 製造部 ①排出業者の分別の確認

②自社都合による原料ﾛｽ『ｾﾞﾛ』

Ⅲ．環境配慮型製品の 1,242,450[kg]

Ⅱ．販売促進 営業部 ①企業訪問､見積提出を増やす

Ⅳ．水使用量削減 195[m3]

総務部 ①節水意識の向上

節水ﾎﾟｽﾀｰ掲示

啓蒙活動

Ⅴ．化学物質の適正管理 適正管理

製造部 ①使用量・在庫管理

②漏洩防止・識別表示

③SDS情報管理

Ⅵ．会社周辺の清掃 月1回会社周辺の清掃

全社 ①毎月1回会社周辺の清掃

毎月第1火曜日に実施

目標値

達成手段

目標値

達成手段

目標値

達成手段

目標値

達成手段

目標値

達成手段

目標値

達成手段

目標値

達成手段

達成手段

環境経営目標項目 担当 「第46期」目標値達成のための活動内容

目標値

達成手段



環境経営計画の取組結果と評価及び次年度の取組

＊電力の二酸化炭素排出係数は0.545kg-CO2/kWh（調整後排出係数：中国電力2022年度実績）

Ⅴ．

目標 実績 結果 評価

Ⅰ.二酸化炭素排出量削減 下記の各項目による kg-CO2 260,807

基準年から今までの電気以外のｴﾈﾙｷﾞｰ（ｶﾞｿﾘ

ﾝ、軽油、灯油、ｶﾞｽ）のCO2排出係数が間違えて

いたため、CO2排出量の計算をやり直した。殆ど

のｴﾈﾙｷﾞｰで使用量を抑えられたことで達成でき
た。しかし軒並みｺｽﾄ高騰で対策が必要。

管理部（事務所）
・不要照明の消灯
・退出時エアコン電源OFF
・エアコン使用時、窓・戸の閉切り

製造課（工場）
・機械の効率的な運転
・不要照明の消灯
・退出時エアコン電源OFF

　２）燃料の使用量削減
　　　①営業課
　　＊給油量（L）/総売上（万円）

営業課（ガソリン）
・エコドライブ
・効率的なルートでの営業
・適正な車両整備

L/万円 0.183

0.091

2,253.74

24,739.79

〇

今期は専任の営業が不在で社長が兼任という形
になっているため､中々外に営業に出る機会が
なかったことと、産廃は振るわなかったがｺﾞﾑﾁｯ
ﾌﾟの大口物件の受注が続いたことで、達成でき
た。来期は営業活動と売上両方を伸ばす。

　２）燃料の使用量削減
　　　②物流課
　　＊給油量（L）/総売上（万円）

物流課（軽油）
・エコドライブ
・効率的、計画的な収集運搬
・適正な車両整備

L/万円 1.725

1.210

29,947.21

24,739.79

〇

1台車両の故障で長期間動けなかったことは反
省･改善しなければいけないが､ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ自身が
意識して効率の良いﾙｰﾄや配車の設定を行い、
工夫して活動している。来期は車両の不具合に
気を付ける。

Ⅱ.リサイクル率向上
　　①歩留まり向上
　　＊ﾛｽ重量/一軸生産量

・排出業者の分別の確認
・自社都合による原料ﾛｽ『ｾﾞﾛ』

% 1.5

0.0

2,341

1,330,712

〇

今期はﾌﾚｺﾝの長期保管による劣化や排出業者
の容器の不具合は自社ではｺﾝﾄﾛｰﾙできないた
め、その数字は除外した。業者には根気よく指
導し、外部要因のﾛｽを削減していく。

Ⅲ.環境配慮型製品の販売
　　促進

・企業訪問、見積り提出を増やす ㎏ 1,242,450 1,559,578 〇

ｺﾛﾅ禍によりｽﾄｯﾌﾟしていた学校、公共関連の人
工芝工事が再開され、大口物件の受注が続い
た。おかげでｺﾛﾅ渦中に大量に溜まった外部倉
庫の在庫が殆どはけた。そのため達成となっ
た。次年度は在庫もなくなったので大口受注に
対応できるように生産管理をしていく。

Ⅳ.水使用量削減
・節水意識の向上
　　節水ポスター掲示 m3 195 203 ×

今期は車両の美化のため収集運搬車両の洗浄
回数を増やしたり、建屋の屋根を高圧洗浄でｸ
ﾘｰﾆﾝｸﾞしたことで水の使用量が増えてしまった。
環境の変化や目的から基準の見直しも必要か。

Ⅴ.化学物質の適正管理
・使用量・在庫管理
・漏洩防止・識別表示
・SDS情報管理

データ
適正管理

データ
適正管理

〇
問題なく管理できている。次年度も引続き適正
管理を行う。

Ⅵ.会社周辺の清掃
・毎月1回会社周辺の清掃
（毎月第1火曜日に実施）

1回/月
（12回）

1回/月
（10/12回）

×

月1回の周辺清掃は天候や業務などの都合によ
り実施できなかった月が2回あった。周辺の草刈
りを行ったり今まで手付かずだった場所の手入
れをし、すっきりしたが、来期は100%を目指す。

項目 達成手段 単位
取組結果とその評価（2021年9月～2022年8月）及び次年度の取組

　１）電力の使用量削減 kWh 397,781 326,478 ○

事務所では節電をよく意識できていた。工場で
はｺﾞﾑﾁｯﾌﾟの大口物件の受注が続いたが、ｺﾛﾅ
禍で出荷できなかった大量の在庫で対応できた
ため、残業や休日出勤の必要がなかった。2号ﾗ
ｲﾝがほぼ1ヶ月故障で稼働できなかったこともあ
り、結果として目標をｸﾘｱできた。しかし取り巻く
環境により電気代が高騰し、使用量は達成でき
たが電気代が高くついた。まだまだ節電の工夫
の必要あり。設備個別の電力量を測定する。



環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反・訴訟等の有無

＊環境関連法規等への順守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありません

＊関係当局からの違反等の指摘はありませんでした

＊過去3年間近隣住民からの苦情や訴訟はありませんでした
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Ⅵ．

適用される法規制 要求事項

廃棄物の保管基準

委託処理業者との契約

産業廃棄物管理票制度（マニフェスト管理）

産業廃棄物収集運搬業/処分業許可証

収集運搬車両の表示

産業廃棄物処理実績報告書（収集運搬業、処分業）

自動車検査証（収集運搬車、営業車）

マニフェスト（収集運搬車）

運行前点検

自動車検査証

自動車Nox・PM法 PM排出基準

消防法 指定可燃物貯蔵・取扱い届出

フロン排出抑制法 管理第一特定製品の簡易点検

設置の届出

法定検査

保守点検

清掃

特定家庭用機器再生商品化法
（家電リサイクル法）

家電製品適正引渡し（家電リサイクル券）

廃棄物の処理および清掃
に関する法律
（廃掃法）

浄化槽法

道路運送車両法

道路交通報



代表者による全体評価の見直し結果
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Ⅶ．

１．見直しに必要な情報の提供（作成：環境管理責任者）

目標項目
目標値

達成状況

活動計画

実施状況

電力使用量の削減 ○ ○

エネルギー使用量の削減 ○ ○

歩留まり向上 ○ ○

環境配慮型商品の販売
促進 ○ ○

水使用量の削減 × ×

化学物質の管理 ○ ○

周辺の清掃 × △

法的要求事項等の順守
評価結果

是正処置及び予防処置
の状況

前回までの代表者からの
指示事項への対応状況

その他

２．代表者による全体の評価と見直し（作成：代表者）

環境経営方針

環境経営目標
環境経営計画

実施体制

総括

変更の必要性　□要　■否
【コメント】
変更の必要なし

変更の必要性　□要　■否
【コメント】
変更の必要なし

変更の必要性　■要　□否
【コメント】
マンネリしないように工夫すること
全員参加で進捗が分かるようにすること

社員一人ひとりの環境への配慮が全社的な環境経営目標の達成へと近づき、それにより、
社員一人ひとりの経営参画意識が向上することで、会社の業績向上、社会貢献に繋げてい
きます

諸事情で実施できなかった月が二月あったが、来期は何か工

夫して必ず毎月実施して周辺地域に貢献する。

【今後の取組について環境管理責任者からの提案】
ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟの大口物件の受注が続き、外部倉庫の大量在庫が殆どはけた。来期は在庫が殆どない状態か
らのｽﾀｰﾄなので、受注が続いてもしっかり対応できるよう設備を整え生産管理をして下さい。車両も故障

で復帰に時間がかかったので、これまで以上に整備・点検をお願いします。

特に問題なし。

水の使用量について目標未達となったが、物流部の方針で洗車回数が増えたことで使用量が増えた。車
両の美化も重要であり、取り巻く環境も変わり基準値の見直しが必要では。

各個人の意識向上のため各部署ごとの活動を重点的に取上げる。
→自分がやったことが取上げられるのはうれしい、来期も頑張るとの声。

ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙを中心にLCA、GHGに対する取り組みを行う。使用ｴﾈﾙｷﾞｰの見える化、個別のCO2排出量

の算出によるｱﾋﾟｰﾙとｻｰﾋﾞｽの実施。

環境経営目標・環境経営
計画の達成状況

コメント

今期は今迄に溜まった在庫が大量にあったため、大口物件の

受注が続いても無駄な残業なしで対応ができたことが電力使

用量を抑えられた要因になっている。

配車のﾙｰﾄ見直しを続け、色々と工夫をした結果が燃料消費量

の削減に繋がった。燃料費高騰でさらに工夫が必要。

排出元の不具合を除外することで目標値は達成できたが、本

来ﾁｯﾌﾟになるはずの原料のﾛｽがまだまだ多いため、排出元の

不具合を削減するするべく根気よく交渉していく。

大口物件の受注がまとまって入ったため、大量にあった外部

倉庫の在庫が殆どなくなった。今後は様々な受注にしっかり対

応できるよう生産態勢もしっかり整えていきたい。

収集運搬車両の洗車が多く、建屋の壁、屋根の洗浄に高圧洗

浄機を使用したため水の使用量が増えてしまった。

購入、使用の管理はできているので引続き、適切な管理を行

う。



第46期の各部署の取組

＜全社＞

＊第31回　無事故・無違反チャレンジ200日 ＊岡山県エコ製品認定

（2023年6/15～12/31） （着色    等3品種）

・従業員10名でチャレンジ

＜総務部を中心に展開＞

＊従業員全員がマイボトルやタンブ

＊ラーを購入

＊ウォーターサーバーの導入

＊ウォーターサーバーのおまけで付い

＊てきた炭酸水メーカー

　☆PETボトルの削減に貢献

＊高圧洗浄機で事務所の屋根を清掃

三角屋根も塗り直し
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Ⅷ．

洗浄済み

未洗浄



＊工場周辺地域の清掃

＜物流部＞

＊車道のグレーチングがガタついているため

＊収集運搬車両の洗車 ＊車が通るたびにカチャカチャうるさい

きれいな車両でお客様の元へ

＊隙間にゴムシートを切って挟んで、がたつきをなくす

＊ →　騒音の解消
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＜営業部＞

モノづくりフェア2022（福岡）2022.10.5（水）～7（金）

メッセナゴヤ2022（名古屋）2022.11.16（水）～18（金）

＊展示会に出展　『ゴムチップでカーボンニュートラルに挑戦』　リサイクルゴムチップをアピール

＜製造部＞

＊使用中の工具の場

＊所にタグを下げる

＊使用後は元に戻す

＊工具を整理整頓、指定席化して大事に使用して、紛失をなくす
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今後の取組

＊カーボンニュートラルへの取組

環境課題の解決策の一つとして、脱炭素社会（カーボンニュートラル）の実現があげ

られます。

くろがね産業では、本来は焼却や単純埋立にされる廃棄ゴムをゴムチップにリサイク

ルして販売し、人工芝の弾性充填材をはじめ、弾性舗装材など様々な用途で使用

されています。

従来燃やされていたものを加工して再利用することでCO2の排出を削減できます。

また、廃棄物を削減し、材料として再使用することでサーキュラーエコノミー（循環経

済）への貢献も期待できます。

近年では廃ゴムに限らず、自社の産業廃棄物を焼却や埋立ではなく、何とかリサイク

ルして再利用できないかとチップ化（粉砕加工）の相談が出てきています。そのチップ

をどう加工してどのようなものに再生するのかが今後の課題です。

＊CO2排出量の見える化

現在、使用電力量が会社全体（事務所+工場）の数字でしか分からないため電力量

計を購入し各設備の使用電力量を計測します。そこからCO2排出量を算出し、例え

ばお客様に廃ゴムをチップにリサイクルした場合と焼却処理した場合のCO2排出量

を比較したものを提示したり、御社の廃棄物は処理（収集運搬+処分）でこれだけの

CO2排出量になりますといったようなサービスができるようになります。

＊部署（製造、物流）の取組

第46期は大口受注が相次ぎ、これまで出荷できずに大量に溜まっていた外部倉庫

の在庫が殆どはけるまでになりました。在庫のおかげでたくさん受注を頂いても、残

業や休日出勤をすることなく出荷対応できました。

しかしながら、来期は殆ど在庫がないところからのスタートになるため、大口物件が

続くと対応しきれなくなる可能性があります。失注を防ぐためにも設備が止まること

なく稼働を続けられるよう、日頃の点検や異常、違和感があった時の迅速な対応が

重要になってきます。無駄な残業や休日出勤の防止に繋がります。

生産量が上がると売上も上がりますが、使用エネルギーも増加し、環境負荷が増大

してしまいます。設備メンテナンスと生産管理を工夫して無駄をなくしていきます。

物流の面でも第46期は車両の大きな故障があり、部品の調達の関係で長らく使用

できない期間がありました。お客様に迷惑をかけるとともに、機会の損失にも繋がり

会社としては大きなダメージでした。来期はどんなに小さな異常や違和感も必ず報

告、対処することで予防を兼ねて対策するとのことです。

現在の取り巻く情勢、環境により軒並み電気代、燃料代などのエネルギーコストが

高騰しており対策、工夫が必要です。

くろがね産業としては利益を上げつつも、環境負荷を抑えていかなければなりません。

来期も環境目標を達成した上で利益を確保する、ということを軸に取組んでいきます。
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